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平成13年6月8日に附属池田小学校で発生した児童殺傷事件の被等者遺族の一人である本郷由美子

さんの手記『虹とひまわりの娘』を分析素材として、どんな悲嘆の対処法や社会的サポートがモーニングワ

ークの促進に有効であるのかを探索的に探ることを研究の主な目的とした。 加えて、「死者を殺す」という

ラガーシュ仮説の妥当性に関する若干の検討を行った。 その結果、モーニングワークを通して親子の「絆」

の結び直しがはかられ、娘に対する「愛の物語」が生成されていった過程が明らかになった。
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I．問題の所在と日的

近年、学校現場で重大事件が続発し、学校の安全

管理や危機管理が相当に検討されるようになった。

平成12年には30件近くもの思春期の子どもの起こ

した重大事件が頻発し、様々の視点から事件の背景

分析や再発防止に関する検討（例；山本他，2001）

がなされた。 加えて児童生徒や保護者の心のケアな

どの緊急支援についても心理臨床の視点から検討か

加えられ、緊冬支援マニュアル（例：福岡県臨床心

理士会，2001個）も作成されてきた。

被害者や被害者遺族の個々人の悲嘆経験に焦点を

あわせた研究の多くは心的外傷後ストレス障害

（PTSD）に限定された視点からなされている。 し

かし、被害者遺族の辛い経験は理論的には悲嘆モデ

ルと心的外傷モデルの交差するところに位置づけら

れる。近年、Jaeobs（1998）の提起した臨床単位であ

る「外傷性悲嘆（traumaticgrief）」が近接概念と

して参考になる。 ただ、殺人や事故によって子ども

を亡くした親は筆舌に尽くしがたい経験を味わうが、

その多様な様相と過程はトラウマ論や悲嘆論という

限定的概念だけでは把握しきれない。 また被害者遺

族の喪失経験の実態は死別研究の一環として若干の

蓄積がなされてはいるが、その経験の質からみて臨

床的接近が容易ではなく、これまで詳細な事例的検

討はほとんど実施されていない。

そこで、本研究では附属池田小学校の被害者遺族

の一人である本郷由美子さんの手記である『虹とひ

まわりの娘』から分析素材（テクスト）を抽出し、

その質的分析を通して被害者遺族のモーニングワー

ク［mourningworkには「喪の仕事」、または「喪

の作業」の二つの訳語がある］の本質を把握したい

と考えた。
我々の最初のリサーチ・クエスチョンは

以下の三つの問いであった。 ①本郷さんはどのよう

な喪失経験をしたのか。 ②絶望的・外傷的な喪失経

験を生き抜くた舶こ有効なモーニングワーク（スト

レス・コービングを含む）はどんな心理的営みなの

か。③どのような種類のソーシャルサポートが本郷

さんの内的なモーニングワークの進展に貢献したの

か。これらの問いに関連するテクストを抽出し分析

と考察を加えることが本論文の一つの目的である。

加えて、本郷さんの事例の質的検討を進めている

経過の中で、新たな「問い」が生じた。

それはモーニングワークの本質に関わる理論的争点

にとなる「問い」であると思われた。 分析対象の事

例では故人を「亡くなった存在として見ない、生き

ている存在として対応する」という基本姿勢が貫か

れている。その基本姿勢に支えられて困難なモー

ニングワークが有効に進展していることが見出された。

しかし、学問的認識としては本郷さんの基本姿勢

とは相反する理論仮説が従来から存在してきた。 す

なわちモーニングワークを介して愛着対象と別れの

作業を行うためには心理的水準で「死者を殺す」と



いう過程を経る必要があるというラガーシュ仮説

（Lagache，1967）である。 山本（1978）も、「故人

が死んで法要を営む夢」を見ることを通じて、速や

かな心の回復を図っていった悲嘆カウンセリングの

臨床事例を報告した。 果たしてモーニングワークの

進展のためには心の中で「死者を殺す」という象徴

的な作業を経ることが有効なのか、それとも殺すと

いう内的作業を媒介せずに「生かし続ける」という

作業に徹することが回復にとってより有効なのか、

という「問い」を再検討する必要が出てきたのであ

る。
そこで本研究の最後の狙いとして「ラガーシュ

仮説」の妥当性の是非を再検討することを加えて若

干の考察を行いたい。

Ⅱ．附属池田小学校児童殺傷事件の概要

平成13年6月8日（金）の午前10時過ぎ頃、大

阪教育大学附属池田小学校に出刃包丁を持った詫間

守（39歳）が東門より校内に侵入し、校舎1階にあ

る2年南組の教室にまず入り、5人の児童を包丁で

次々と突き刺し、死に至らしめた。 さらに隣接する

2年酉組の教室に入り、3人の児童を刺し、うち1

人を死に至らしめた。 動転した西組の担任は警察に

通報するため子どもたちを残して事務室に走り、10

時18分に110番に通報した。 この間に犯人は逃げ

る児童を次々と刺し、さらに1人を死亡させた。

犯人が教室から出たところ、1年南組の担任にタ

ックルされ、捕貴えられそうになったので同教員を

刺した。ついで1年南組の教室にも侵入し、担任不

在の教室で児童に切りつけ、1人を死に至らしめた。

駆けつけた2年南組の教員が後ろから右腕をつかん

だが、包丁で切りつけ、倒れている児童をも刺した。

そして、10時20分頃、ようやく2年南組の担任と

副校長によって犯人は取り押さえられ、現場に到着

した警察官に引き渡された。

犠牲者は死者8名（女児7名・男児1名）、負傷

者15名（女児8名・男児5名・教員2名）であっ

た。なお、死亡した多くの児童は即死ではなく、救

命活動の遅れも一因したと推定される失血死であっ

た。（この事例研究で素材として検討する）2年南組

の犠牲者の一人である本郷慮希さんも教室内で背後

から左胸を刺されて、致命傷を負いながらも懸命に

廊下まで逃れ出た。 そして校舎の出口に向かって渡

り廊下を必死に歩いている途中（教室から約39メ

ートルの位置）で、力尽きて倒れたことが判明して

いる。

平成13年9月14日、大阪地方検察庁は被告人を

殺人、殺人未遂、建物侵入及び銃刀法違反で大阪地

方裁判所に起訴した。 平成15年8月28日、大阪地

方裁判所は詫間被告の刑事責任能力を認めた上で

「自己中心的な犯行」と求刑通り死刑を言い渡した。

弁護側は不服として控訴したが、結局9月26日、

控訴を取り下げ、詫間被告の死刑が確定した。

（注）事件概要は「8Angels，WebSite」の資料等

より引用して再構成した。

Ⅱ．方法

（1）分析資料

・本郷由美子（2003）『虹とひまわりの娘』． 講談社．

・8Angels’WbbSite

（池田小学校被害者の会のホームページ）

（2）手続き

①被害者遺族の気持ちに変化を及ぼした課題（本

人の行動）や周囲のサポート、筆者の気持ちが

書かれている部分を本文より抜き出す。 またそ

れ以外でも印象的な出来事など、網羅的に本文

から抜き出しておく。

②各研究者がピックアップした文を集め、全てカ

ード化する。 必要に応じて文意がわかりやすい

ように状況説明を書き加える。

③カード一枚一枚のコードを生成する。 コードを

作り上げていく上では「これはどういうことを

意味しているのか」を問いかけながらそれを表

現する短い言葉を記入する。 この時点では他の

カードの内容を意識せず、それぞれのカードの

内容を捉えたコード生成をする。 なおコード化

は4名の研究者による合意による妥当性確認の

手続きを行った。

④コード名がつけられたカードをグループ化する

ことによって、その個々のグループでの本質的

な特徴を明らかにする。

⑤グループ化とは別に、モーニングワークの過程

をわかりやすくするために、時系列に沿ってカ

ードを整理する。 明確な時期が記されていない

ものは前後の文脈などから研究者が推測して時

期の設定を行った。

以上の手続きを踏まえて、以下の結果に示したよう

な特徴を抽出した。



Ⅳ_結果:手記の分析

ここでは研究目的の問いに対応する形で、3領域

に区分して手記から抽出された経験を提示していき

たい。すなわち、遺族の悲嘆経験、及び遺族の対処

方法、そして社会的サポートである。 なお抽出した

遺族の「経験」の断片は時系列的に記述した。

1. 遺族の悲嘆経験

遺族の悲嘆経験を時系列的に抽出することを試み

た。手記の中から代表的なエピソードを選択し以下

に記述してみたい。

①事件直後:非現実感、絶望的悲嘆、混乱、自責

感、悲嘆の波状攻撃

喪失直後の典型的経験は強い衝撃と茫然自失とし

た「非現実感」である。 いわゆる現実否認(denial)

や信じられない感覚(disbelief)もこの非現実感の

範噂に入る。

「優帯が亡くなってからの私は、まるで抜け殻のような

状態で毎日を過ごしました。感情がまったく麻痔してしま

い、時間の感覚すら失ってしまったかのようでした. 周囲

の出来事が現実のことと思えず、現実と隔てられた世界を、

自分ひとりがふわふわと浮遊しているような感覚にとら

われていたのです.(P. 40)」

喪失後の悲痛はしばしば波状的に襲ってくる。 「津

波のように」と喰える人もいる。 その強い悲しみは

「痛み」を伴う。 胸を締め付けるような情緒的な痛

みをwrenchと表現する。 本郷さんの体験は以下の

ような様相を呈していた。

「毎日のように、悲しみという波が私に襲いかかりまし

た.小さな波が何度も押し寄せ、それがだんだん大波にな

って、私をすっかり飲み込んでしまいます. もがき苦しん

で、やっとのことで脱出すると、すぐまた、同じような波

にさらわれてしまう-(P. 41)」

②事件直後:フラッシュバック、外出恐怖症、包

丁恐怖症

喪失後の外傷性悲嘆ではPTSD様の再体験・回

避・過覚醒の3徴候が現れる。 本郷さんの再体験(フ

ラシュバック)の一つは現場に駆けつけたときの学

校の異常な風景であった。

「あのとき、校庭で見た子ともたちのおびえきった表情

や騒然とした学校の情景が、日に幾度となく脳裏を横切り、

そのたびに、激しい恐怖と不安に襲われてしまうのでした。

（P．100）」

また事件を連想させる事態や物に触れただけで強

い苦痛が伴い、それらを回避する事態となった。 例

えば両親共に「包丁」に対して恐怖症状が出てきた。

「自宅のキッチンに立ったとき、突然、頭の中に鮮明な

『包丁』の形が浮かび、かってないほどの不安感に襲われ

ました．…あの事件が私の中で一直線に結びつき、以来、

私は包丁に触ることはおろが、見ることすらできなくなっ

てしまいました。…主人もまったく同じ後遺症に悩んでい

たのです。（P．102）」

③1カ月後：優希がメッセージをくれたと思わせ

られる不思議な体験

極限状況の経験をしていると、しばしば不思議な

事態が生起する。 本郷さんの場合にも不思議な体験

に遭遇し、そこに深い意味の繋がりを感じずにはい

られないエピソードが多々あった。

「急に目を覚ました下の娘が、奇妙なことを言い出した

のです．『ママ、優希ちゃん、ひとりで寂しいってエーン・

エーンしてるよ』『歩けないって言ってる．おうちへ帰り

たいんだって』（中略・次の臼の朝、学校に向かう）何だ

ろう？近づいてみると、子ともたちが使っていたロッカー

の上に、ポッンと小さな白い運動靴が置かれています。そ

れを見た瞬間、私は反射的に靴をつかみ、夢中で抱きかか

えました．『これは、腰帯の靴です！』（P．74）」

「ある晩、疲労で頭がボーっとしていたとき、『ママ、痛

いよ』という腰帯の声が耳の奥で響いたのです．それを聞

いたとたん、すぐ学校に行かなくては、と思いました。早

朝、学校に屠区けつけると、現場にはフルーのシートが敷か

れ、その上を捜査員の方たちが歩き回っていたのです．『そ

うだったんだ．優希は警察の人たちに踏まれて痛がってい

たのね．』（P．77）」

これらの体験は客観的に見れば独立している偶然

の二つの事態である0 しかし、偶然に生起する出来

事が本郷さんの内面では一本の意味連鎖になって体

験される。ユングのいう「偶然の意味の一致」の事

態である。こうした複数の出来事は因果律によって

説明できるものではなく、不思議な意味の繋がりを

感得させる共時的な事態(synchronisity)となる。



④半年後：周囲と自分との時間のズレ、娘の不在

という現実に直面化

喪失経験は往々にして故人の思い出に浸される内

界と日常的な外界とのギャップを生み出す。 内的世

界は喪失時に固定されたまま、無時間的な世界が展

開する。それに反して周囲の現実の時間はどんどん

先に進んでいく。

「世間と私の間に時間のずれが生まれ、そのギャップが

どんどん大きくなっていくのでした。それにつれて、私の

内部にも、奇妙な変化が起こりました。自分の中に幾人も

の自分が生まれ、それぞれが別の行動を取りはじめたので

す。（P．96）」

本郷さんは多重人格のように、異なる現実を背負っ

て生きる「複数の自己像」を自分の中に見出してい

る。娘が生きていると信じて過ごす自分、亡くなっ

たことを前提にして活動する自分など、色々な「自

己」が統合されないまま、その時その場の現実を生

きているのである。

半年余りを経た頃、マスコミ関係者から「そろそ

ろ半年になりますね」と声を掛けられ、現実の時間

の経過を改めて認識するようになる。 また、現実検

討に迫られる事態にも遭遇していく。

「（慢希のいない初めてのバーステイ・パーティ）パース

デイ・ソングが終わっても、赤々と燃え続けているハ本の

ロウリク。それは、この日の主役、炎を吹き消すはずの優

希が、すでにこの世に存在しないという、あまりにもはっ

きりとした証だったからです。それまでの私は、たとえ目

には見えなくても、腰帯はいつも私といっしょにいるのだ

と、自分に言い聞かせてきました。けれど、現実は違った

のです。（P．98）」

⑤半年後：犯人に激しい怒りがわかない体験

対象喪失は怒りや自責の念を随伴する。 ことに理

不尽な事件では他者に対する怒りが激しいことが少

なくない。しかしながら本郷由美子さんは激しい憤

りを表出することをなぜか阻まれた。 それが犯人（生

きている死者）に対する無力感の故なのか、自己防

衛の故なのか、それとも本郷さんの優しい性格の故

なのか、それは分からない。 （神戸須磨連続児童殺傷

事件の被害者遺族の山下京子さんも犯人に対する怒

りや恨みの感情は少ない、むしろ娘と同世代の少年

への隣人愛の中に昇華されている。 ）

「最愛の娘を奪われだのに、どうして、犯人に心の虜か

ら憤ることができないのだろうが？ 私はそんな自分に強

いいらだちを覚えました．このなんともいえない不快な感

情を先生に率直に訴えると、『それは、あなたの悲しみが

深すぎて、自分の心が壊れないよう、自己防衛力が働いて

心を封印してしまっているのでしょう』と説明されようや

く納得できたのでした。（P．106）」

⑥半年～1年後：犯行現場での娘のイメージの肯

定的変化

娘が亡くなった廊下は悲惨な事件の再体験を呼

び起こし、辛い場所となる。 しかし、本郷さんは半

年以上経過した頃より少しずつ現場の意味が変容

していった。モーニングワークの進展と共に、娘の

想起イメージが笑顔へと変化し、それと共に廊下は

娘との再会の場所と変わっていった。 辛く避けた早

場所から、かけがえのない場所へと転換していった。

「月日がたつうち、廊下に立った私の脳裏に浮かぶ優希

の表情に、少しずつですが変化が現れはじめました。苦し

そうだった優希の表情がだんだんと笑顔に変わっていっ

たのです。（中略）私にとって、その廊下は、いつしか笑

顔いっぱいの元気な腰帯に会える場所になり、『よく頑張

ったね』とほめてあげられる、かけがえのない場所になっ

ていきました。」

⑦1年後：復活のメッセージとしての切り花の娘

づきと開花

本郷さんにとって「植物」は象徴的意味を担って

いた。なぜなら、優希ちゃんは花の大好きな子ども

だったから。花の命は優希ちゃんの命と感じられた。

「校門にお供えしてあった花束を植えた…． 切り花だっ

たのに根をつけて花を咲かせたのです。…優希たち八人の

天使がお花になって、『ママ、優希たちはここにいるよ。

元気だよ』と呼びかけてくれているような気がしてきまし

た．一周忌が近つき、気持ちが沈み始めていた私を励ます

ために、慢希たちが花となって、そこに咲き誇ってくれた

のがもしれません；（中略）優希の命がひとつの『種』と

なって、みなさんの温かい心が次々と芽吹き、私の心の中

にも『希望』という実をつけていってくれたら。（P．160）」

モーニングワークは心理的水準での復活・再生の



作業でもある。供養の切り花‾を校庭に植えたところ

幸運にも根をつけた。 そして「花」を咲かせた、ま

るで優希ちゃんが蘇ったかのように。 植物の命の不

思議なドラマに亡くなった子どもたちの希望のメッ

セージを感じ取るのも、モーニングワークの営みで

ある。

⑧1年後以降：侵希と共に生きる

本郷さんの魂の基底に流れている感覚は「優希と

共にいる」と願いである。 優希ちゃんが大好きな植

物に接しながら娘の息吹を感じている。 月日の経過

に伴って「娘と共に生きる」という感覚の裏に、喪

失対象の「内在化」が確実に進行していることが理

解される。

「一人きりの時間を、優希を感じ、優希と過ごす時間に

あてています。ベランダに出て、優希が育てていたペコ二

ア、サボテン、金魚革などの花々の世話をしながら、優希一

に話しかけ、風に揺れる花びらの向こうから、かすかに響

いて＜る僅希の笑い声に耳を傾けます．（P．93）」

「（優希と訪れた場所にでかける）主人は…あの頃と同じ

ように、ごく自然に『ふたり』の娘たちと遊んでいたので

す。私は海の見えるベンチに腰掛け、主人と下の娘の歓声

を背に聞きながら、いま、この瞬間、自分が優希とともに

過ごしているのだと感じていました。（P．114）」

2．遺族の対処方法

①数週間後：他人に自分の思いや感情を話す

心の中に充満している負の感情を一人で抱え込む

のではなくて、周りに表現し、分かち合うことによ

って心の負担を少・Lでも軽くすることができる。 も

っとも「話す」ことが「放す」ことにつながる効果

を生み出すかどうかは聞き手の姿勢に大きく左右さ

れる。

「私たちの軸の中には、簡単に人に言うことのできない、

怒り、苦しみ、嘆き、悲しみが充満していて、そのはけ口

を必要としていたからです。（P．160）」

「犯罪被害者遺族には、自分たち遺族の思いは、結局、

私たち以外の人にはわかってもらえないだろうという、徒

労感に似た共通の感覚があります。だから私たちは、自分

の思いを自分だけで抱え込み、誰かに伝えようとはしなく

なってしまう。メロディさんは彼女の実体験から、もっと、

積極的に周囲に話すことこそが大事なのだと、私を励まし

てくれたのでした。このやり取りをきっかけに、私は少し

ずつ自分の気持ちを他人に伝えられるようになり‥・

（P．133）」

②数週間後：事件についての情報収集

優希の全てを知っておくことが親としての役目で

あると感じた。あの日、何が起きたのか。 なぜ事件

に遭遇したのか。事件について知らずにはおれない。

そのニーズを満たすべく行動することは社会との接

点を保つ上でも意味があった。

「遺族は『八人の天使たちの両親』の名前で、保護者の

みなさんに情報提供をお願いする手紙を書き、学校で保護

者の方が集まっているときなどに時間を頂いて、私たち遺

族の率直な気持ちを伝えることにしたのです．（P．84）」

「私書箱を設け、情報を集めたりする一方で、消防署や

警察、病院や学校近くのスーパーにも、可能限り足を運ん

で、あの日のことを聞いて回りました。（P．85）」

③1カ月後：優希の記憶に再び向きあう

本郷さんは事件直後から優希のことを知りたいと

いう思いが強かったが、優希ちゃんの思い出をたど

るときには大変な苦痛を伴った。 そのため、優希ち

ゃんにまつわる思い出を封印していた。 しかし、1

ケ月後に封印を解いた。 ．この勇気は転機の一つとな

った。

「主人と一緒にガムテープをはがし、中にあるものをひ

とつひとつ取り出します。あの日、背負っていた通学リュ

ック、体操服、給食月臥机の中にあった道具箱・‥ひとつ

ひとつ、ていねいにタンボール箱から取り出して、主人と

ふたりして抱きしめました．（P．81）」

そして、知らなかった優希を探し出し、空白を埋

めていく過程の中で、娘にまつわるものを手元に置

き、それらから優希を感じることで本郷さんの心は

いやされていった。

④2ケ月後：厳罰と安全な学校づくりを願う署名

活動を始める

モーニングワークでは内的営みと外的営みの二面

が機能することが必要である。 喪の仕事においては

死者と対話する内的世界と生者と対話する外的世界

の両方に錨を下ろさねばならない。 子どもの死を無

駄にしたくない、何かをせずにはおれない。 その悲

しみのパッションに駆動されて、「署名活動」という



現実的な課題を遂行すること（外的営み）が、もう

一つの悲嘆の対処法となっていった。

「私は激しい焦燥感を覚えはじめました． 押し寄せる悲

しみの中で、もうこれ以上じっとしていられない、何かを

せずにはいられないという気持ちになっていったのです．

（中略）署名活動を始める前は、なかは引きこもり状態に

なっていたのですが、そんな自分がうそのように積極的に

なってきました。（P二126）」

⑤数ヶ月後：優希がやり残したことを引き継いで

達成する

故人の「やり残したこと（unnnishedbusiness）」

を引き継いで完成される営みは一般的にみて珍しく

ない。喪失対象との同一化（identi丘cationwit，hlost

object）の一種である。

「『本こうゆき』と書かれたペコ二アの鉢植えは、自

宅に持ち帰って、優希の代わりに育てることにしました。

『優希ちゃん』と声をかけながら、丹精こめて世話を続け

たベゴニアは、翌年の害を迎えると、赤い花をたくさんつ

けるようになりました。まるで、慢希の唇のように可憐な

色合いの、その花を見つめていると、『せいかつ』の授業

中にベゴニアの世話をしている優希と自分が、一体化した

ような気持ちになるのです。」

娘のやり残したことを引き継いでやることは、故

人と同じ方向を向いて共に歩んでいる実感をもたら

す。娘の代わりに自分が生きている感じもする。 本

郷さんは、引き継ぐ営みを通して、娘と． 「再結合・

再会」（reunion）を果たしていると、理解される。

⑥1年後：近い未来の目標を立てる

事件以来、時間は止まり、失われた過去と現在と

向き合う日々、未来の希望が全く欠落していた。 1

周忌を迎えた頃、未来について心をはせることが可

能となった。それがかつて通っていた教会幼稚園で

の「記念礼拝」と「優希ちゃんと遊ぼう会」の企画

だった。

「親しい友人たちといっしょに教会で慢希のための『催

し』を行うという、小さな目標を立てることにしました．

こうして私たちは、これまで先の見えなかった人生に、よ

うやく、小さな明かりが灯ったと感じるようになったので

す。これなら、自分の『心の傷』から逃げずに、まっすぐ

向かい合っていけるかもしれないム（P．イ08）」

絶望、つまり《hope・1ess）という無明の闇の中に

希望（hope）の灯火が微かに見えて、時間的展望が

少しずつ開けてくるのは「喪」が明ける予兆である。

打ちひしがれた気持ちが徐々に前向きに流れはじめ

たのであった。

3．社会的サポート

①事件直後～1カ月：道具的サポートと1人で悲

しめる環境づくり

娘を失ったことによる後遺症など、精神的にも身

体的にも疲れきっていた本郷さんは日常生活を送る

のも困難であった。
そんな本郷さんの支えとなって

いたのは、近所の人たちによって料理が届けられた

り、下の妹の世話をしてもらったりといった「道具

的サポート」であった。

「包丁恐怖症になった私を助けてくれたのも、服部さん、

宇津さんたちとその仲間の皆さんや、慢希の幼稚園の同級

生のお母様方でした。買い物を代行してくれたばかりが、

食材を全員で手分けして包丁で切り分け、1週間分の庭を

届けてくれました．（中略）玄関前にお惣菜を置いてくだ

さる方もいました．それも、みんなで連絡を取り合い、食

材やお惣菜が重ならないよう注意してくれていたという

のです。肉体的にも精神的にも、どれほどありがたかった

ことでしょう．（P．149）」

最初の段階のサポートは、余計なことを言わずに

寄り添うこと、そして身の回りの現実的な雑用を手

伝うという「道具的サポート」が有効であった。 現

実の雑事を肩代わりして支援することで、一人で悲

しんだり、考えたりする「守りの環境」を整えるこ

とが必要である。

②事件直後～1年：受苦の感情（PaSSion）を受け

止める器と情緒的サポート

安易な励ましではなく静かに寄り添い、どんな感

情をぶつけたとしても無言のままに全て受け止めて

くれるということが本郷さんに安心感を与えた。 こ

れは親しい友人や専門家であるカウンセラーにでき

る「情緒的サポート」である

「感情が不安定になっている人間の繰り言を一方的に

聞かされるのは、さぞつらかったことでしょう。 なのに、



彼女たちはそんな気配をおくびにも出さず、私が何をしゃ

べっても、『何があっても、私たちはそばにいるから．あ

りのままのあなたの友達だがら』と言い続けてくれたので

す。その無言のいたわりが、沈黙の包容力が、どれほど癒

してくれたことか。（P．147）」

「カウンセリングは一時間ですむこともあれば、三時間、

四時間に及15にともあります．たとえ、すぐに答えが出な

くても、そのときの自分の状態や気持ちを先生にぶつけ、

それに耳を傾けてもらえることは、感情をもてあましてい

た私にとって、とても有意義なことだったのです。

（P．107）」

悲嘆カウンセリングは通常の面接構造と異なる

「枠」を設定することが少なくない。 事件後しばら

くして開始された専門的カウンセリングも受苦の感

情を受け止める器として機能した。 「同行二人」の存

在であること、傾聴し受け止める「器」であること、

これらの機能を果たす「情緒的サポート」は支援活

動の縦糸であると思われる。

③事件後～数ヶ月：「自然な反応」の過程と伝える

評価的サポート

遺族にとって、事件後生じている悲嘆反応につい

て、それが自分だけであり、普通ではないのではな

いかという不安に悩まされることがある。 しかし、

それは正常な反応であることを認め、同様の経験を

した人に共通に起こってくることとして周囲が理解

し、対応していくことが役に立つ。 最初の激しい悲

嘆反応には専門的な視点からの「評価的サポート」

も有効である。

「また、そのころの私は、下の娘の小さな擦り傷を見て

さえ、事件を思い出し全身が硬直してしまうような精神状

態だったので、このまま社会復帰できないのではないかと

さえ考えていました．そうした不安をカウンセリングの先

生に打ち明けると、『それは遺族として、当然の反応です』

という言葉が返ってきました。これを聞いて、今自分に起

きていることは、犯罪被害者の遺族として当然の反応なの

だと知り、少し気持ちが楽になりました。（P．106）」

④1週間目以降：同じ体験をした仲間による気持

ちの共有やアドバイス

辛い悲嘆経験は当事者でないと分からない。 本郷

さんの場合、8遺族との交流を通して、笑いを少し

ずつ取り戻していくことができた。 また、似たよう

な体験をした人々（ピア）による気持ちの「分かち

合い」や、時間の過ごし方などの具体的アドバイス

や情報提供が、次の行動を起こす原動力となった。

米国コロンパイン高校の銃乱射事件の遺族メロデ

ィ・スミスさんのメール・メッセージも類似の経験

から出る言葉だけに少なからぬサポート感をもたら

、した。
文字通り「ピア・サポート」の効果は大きい。

「それは本当に貴重な体験でした。 社会的に大きな話題

になった事件に巻き込まれた遺族の万々が、どのように過

ごし、いま、どのように生きているのか。みなさんのロか

ら出る一言一言が重く、説得力があり、悲しみの中でも毅

然として自分を見失うことのないその姿勢に、強い感銘を

受けました。（P．123）」

「（メロディさんの）一文を読んだとき、私は（被害者

遺族である）岡村勲弁護士から声をかけてもらったとき

と同じように、『この人は私を理解してくれる』と感じ

ることが出来ました。（P．133）」

⑤事件後～：「一緒にやって行こう」という夫（家

族）の姿勢

本郷さんの背中を後押ししてくれる最も重要な人

物は夫であった。 どうにか前に進もうと行動を起こ

すための提案をしていくという役割は、本郷さんの

気持ちを一番理解していた夫だからこそできたこと

である。何より、同じ方向を見ながら「一緒に」や

っていくという「同行」の姿勢が大切である。
J

「これ以上、悲しい思いをしたくないと、過去の思い出

から目をふさいでしまっていた私を、もう一度、優希の記

憶と向かい合う気にさせてくれたのは主人です。 「俺たち

家族は、いつだって優希と一緒なんだ．優希が何を望んで

いるか、優希の気持ちになって考えてあげよう」主人はそ

う言って私を励ましてくれました。（P．80）」

⑥1ヶ月目以降：遺族の自発的活動に対する励ま

し・応接とサポート

被害者家族の願いや自発的行動を後押しするよう

な励ましは効果があるようである。 ただ、「励まし」

には両義性があり、誰がどのような状況で語るかに

よって草味が異なってくる。 本人に悪気はなく、遺

族のことを思って言った励ましであっても、時とし

て遺族を深く傷つけることがある。

「その頃、周囲の方から連日、『頑張って』と励ましの



言葉をもらっていた私は、その言葉に強いプレッシャーと

違和感を覚え、『こんな状態にいる私に頑張ってと言うけ

れど、どう頑張ったらいいの？』と途方に苦れ、追い詰め

られた気持ちにさえなっていました。（P．124）」

「署名に添えられた激励の手紙を吉売むことで、勇気つけ

られていったのです．（P．127）」

このように、事件直後の遺族にとっては「がんば

れ」という励ましの言葉はただのプレッシャーでし

かない。しかし、遺族が自発的に始めた行動、例え

ば署名活動に対しての応援や励ましといった評価的

サポートは逆に勇気づけることになる。 励ましに同

行の姿勢が感じ取られ、遺族のニーズに応える言葉

掛けは有効だと言えそうである。

Ⅴ．考察：「絆」の結び直しと「愛の物語」の生成

l
本郷由美子さんの手記を読み進めていくと肯定的

なストーリから構成されていることに気づく。 この

手記には阿鼻叫喚地獄の経験が綴られてはいるが、

本郷さんの紡ぎ出す「物語」には希望が伝わってく

る。なぜそう感じられるのか。 ひとつの理由は、こ

の手記が優希ちゃんの「死の物語」ではなく、優希

ちゃんの「生の物語」であるからであろう。 手記の

中で優希ちゃんが新たに命を与えられ、復活し息づ

いている。そして何より伝わってくるのは優希ちゃ

んへの再びの「愛の物語」が生まれていることであ

る。

手記を分析していて、優希ちゃんへの切々たる恋

文のようにも感じられた。 一般に人は恋愛に陥ると

三つの欲求が顕著になる。 ひとつ目は相手のことを

知りたい。二つ目は会いたい。 三つ目は側で存在を

感じていたい。本郷さんは第三章のタイトルを「優

希のことが知りたくて」としている。 事件の日、何

が起こり、娘はどう生きたのか、その全てを知りた

いという強いニーズが本郷さんの胸中に高まった。

辛くても全てを知り尽くし、心の中で一つ一つ消化

していかないと、前に進むことはできない、それが

被害者遺族・本郷さんの実感である。

愛の物語を紡ぐ二番目の条件である「会いたい」

というニーズは実際には決して叶えられることはな

い。叶えられない事実に直面することほど悲しく苦

しいことはない。 できることは優希ちゃんを故人と

して扱わないこと、今も一緒に生きていることを想

定して生活を組み立てることであった。 実際に周囲

の子どもや大人たちは一緒に学校生活を送っている

ように振る舞った。 現実生活に優希ちゃんの「居場

所」が設けられていた。 実際には会うことが不可能

だから、周囲の自然な協力を得て心の中で出会うし

かなかった。手記を書くことで出会うしかなかった。

三番目の条件である「側で感じていたい」という

感覚も不思議な体験としてあらわれていた。 根付い

た切り花の花に、娘が育てていた植物に、夫や下の

娘の背後に、学校の廊下の空間に、様々の場面で娘

と共にいる感覚を覚えるようになっていった。 その

微かな感覚がひと時の癒しを与えてくれるのである。

時の経過の中で「側で感じていたい」という切望に

促されて森羅万象に故人の魂の存在を体感できるよ

うになる。

娘との死別にも拘わらず、本郷さんは以前にも増

して親と子の「絆」が堅固に結び直されるのを実感

したと言ってもよい。 本郷さんにとってモーニング

ワークは「絆」を断ち切る作業などではなく、「絆」

を結びなおす作業である。 もしそうであるなら、ラ

ガーシュ仮説である「死者を殺す」営みでは断じて

ないと言えないだろうか。 本郷さんの主観のレベル

では「死者を復活させる」営みでさえないかもしれ

ない。「生者を（死にも拘わらず）生かし続け、共に

生き続ける」壮絶な営みと映るのである。 もちろん、

本郷さんの事例をもってラガーシュ仮説の妥当性の

否定するものではない。 この仮説に関しては複数の

事例を通してさらに詳細な検討が必要と考えている。

今後、本郷さん親子の「絆」は強まることこそあ

れ、弱まることはないと思われる。 本郷さんは、モ

ーニングワークを通して心の中で優希ちゃんと再会

し続けた。バラバラになった優希ちゃんのイメージ

を再構築した。そして、不思議な体験を通して「愛

の物語」を見出し、本郷家の家族サイクルは新たな

段階へと踏み出していると思われるのである。

《付記》本研究は学部のゼミ生と半年かけて取り組

んだ成果を基礎にまとめたものである。 この検討作

業を通して、本郷優希ちゃんが我々の心の中にも確

かに息づきはじめ、多くのことを学び続けているこ

とを記して、心からの冥福を祈りたい。
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Abstract : This paper is the study about victims' family of the murder case in Ikeda elementary school.

The purpose of this study was to explore that what kind of coping behavior and social support
f acilitate effective motirning work. In addition, Validity of Lagache hypothesis that a bereaved
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